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穏やかなお正月から一転して、雪の降りしきる金沢の冬らしい日が続いてい

ます。新年も金沢大学法学類をどうぞよろしくお願いします。法学類月報 

第 38号では、村上裕先生のエッセイ、就職活動体験記、法律相談所 

60 周年記念同窓会のレポートをお届けします。 

 

 

  ◆◆教員エッセイ◆◆          第 5回 村上裕先生 （商法） 

 ◆イチゴ大福もいいが、トマト大福が一番好き 

研究室の本棚を見た学生は、たいてい「先生これ全部読んだの？」か「先生は何法

の人？」のいずれかの感想を言ってくる。 

後者については、たぶん本棚にある本があまりにバラバラだからだろう。これはと

くに意図したわけではなく、自分の専門分野以外にも、民法など他の法律の本、法律

以外にも経済学・最近の経済事件など自分の専門と多少関係する本、さらには全く関

係のない本を興味の赴くままに読んでいった結果として、そうなってしまった（もっ

とも、そういう教員は私だけに限らないはずである）。そうして乱読した本はその後

の人生に全く関係しないこともあれば、自分の研究やさらには研究以外のところで役

立つこともある。 

これを読んでいる人の中には高校生・受験生がいるかもしれない。そして苦手な科

目を勉強しているときに、「どうせ将来使うわけではないのに、なんで勉強しなくちゃ

いけないんだ」と思うかもしれない。しかし、将来 100％使わないという保証はどこ

にもない。何の根拠もなく「どうせ使わない」と思い込むことは、自分の可能性を狭

めてしまいます（私自身、「嗚呼、あの時に数学を今少しやっていれば！」と思うこ

とがよくある）。たくさん読んで、たくさん考えて、たくさん勉強してください。そ

ういう努力は、将来どこかで必ずつながります。 

         

 

 「パラダイムシフトを試みよう」 ～人脈形成の大切さ～

 就職活動を始めるときのスタートライン

は人それぞれです。はっきりと目標が定まっ

ている人もいれば、なんとなく公務員という

人、まったく軸が定まっていない人もいるか

と思います。 

 お恥ずかしい話、私は小

学生のころから大学入学に

至るまで、ずっと政治家に



 

●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、金沢大学法学類 Web サイトに掲載していますのでご覧く

ださい。 (http://law.w3.kanazawa-u.ac.jp//category/brochure/geppo) 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部 

学生課 法･経済学務係 (n-hkgaku@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 

なることを思い描いていました。そのために

官僚になろうと思い、金沢大学を選ぶくらい、

公務員から政治家へという道筋を強くイメー

ジしていました。しかし、大学入学後、今ま

で出会ったことのない価値観を持つ先生方や

社会で働く方々と関わる中で、固まっていた

かのように思えていた価値観が崩れていき、

本当に私がやりたいことはなにか、求めてい

るものは何かを考えるようになりました。 

 皆さんには「ぶれることを恐れない、そし

て新しい価値観を積極的に取り込む」ことに

挑戦してほしいと思います。ぶれる経験を重

ねては、自分に問いかけ考え抜くことで、軸

は自然と固まってきます。 

 では、自分の中でパラダイムシフトを起こ

すには何が必要かというと、地道な人脈形成

です。東京や大阪に出てみると、金沢では出

会うことのないような人々に必ず出会います。

はじめはびっくりして「受け入れられない、

自分は自分だから避けよう」と思うかもしれ

ませんが、だまされたと思って一度その人々

と関わってほしいと思います。 

 皆さんが素敵な出会いに恵まれることを

祈っています。 

法学類 4 年（大日本住友製薬㈱に就職内定） 

   末永 大和 

 

   法律相談所創立 60 周年にあたって 

 「金沢大学法律相談所」、通

称「法相」は、法学類の学生

が市民の皆様からの民事に関

する法律相談をお受けする「民事

法律相談」と、それに向けた民法の勉強会であ

る「民法研究会」、通称「民研」を主な活動とし

ています。このたび、当相談所は 1956 年の創

立より60 周年を迎えました。 

 2 年に 1 度、歴代の法相 OB・OG が一同に集

まるOB 会を開催しており、今年度は私たち法相59 期生（現3 年生）が中心

となって、11 月半ばに行いました。OB 会では多くの先輩方にご出席いただ

き、たくさんのお話を聞かせていただきました。その中で感じたのは、60 年

という月日を経た今もなお、法律相談を通して市民の方々にお力添えをする

という強い思いが、代々引き継がれているということです。同時に、先輩方

が築き上げてこられたこの「法相」を、さらに後輩に引き継ぐのが私たちの

使命であるということを再認識しました。 

 長く受け継がれてきた伝統を守り、そして、日々の活動をはじめ法相のさらなる発展に向けて、

所員一丸となって邁進していきたいです。年明けとともに 60 期生（現 2 年生）が運営をしてい

くことになりますが、後輩のみなさんにもぜひ頑張ってもらいたいです。 

金沢大学法律相談所 59 代所長  西田 航（法学類3 年） 

 

 

 

 

 

60周年記念のぐいのみ 

も作りました 
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